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PRESS RELEASE  2026/9/28 

第 148 回サイエンス・カフェ札幌 

わかってはいるのに…̶⾏動経済学の切り⼝から探る、判断のクセ̶ 

【概要】 
⽇常⽣活では「わかってはいるのに、できない」という経験は誰もが持っています。それは怠惰や

意志の弱さではなく、⼈間の脳の働きに由来するものです。本サイエンス・カフェ札幌では、⾏動
経済学を切り⼝に、⼈間の意思決定における「判断のクセ」を探ります。 

【趣旨】 
◎⾏動経済学から学ぶ、⼈間の判断メカニズム

経済学では、⼈間は合理的に判断・⾏動すると考えられてきました。しかし、実際には私たちは多
くの無意識的なバイアスに⽀配されています。⾏動経済学は、こうした「判断のクセ」を科学的に研
究する分野です。本セッションでは、参加者が実際の選択問題に答えながら、⾃分たちの判断のパタ
ーンを認識していきます。 
◎ゲストとの対話、そして AI との⽐較

ゲストの⾼橋泰城教授は、北海道⼤学⼤学院⽂学研究院で⼈間の⼼理と⾏動について研究する専⾨
家です。後半では、AI（⼈⼯知能）と⼈間の意思決定の違いについても討論予定です。来場者とゲス
トが双⽅向で対話することで、科学的知⾒と⽇常の経験をつなぎます。

【タイトル】 わかってはいるのに…̶⾏動経済学の切り⼝から探る、判断のクセ̶ 
【⽇ 時】 2026 年 9 ⽉ 29 ⽇（⽕）18 時 30 分〜20 時（開場：18 時から） 
【場 所】 札幌市図書・情報館 1 階 

（札幌市中央区北 1 条⻄ 1 丁⽬ 札幌市⺠交流プラザ 1 階） 
【対 象】 ⼀般市⺠ 
【募集⼈数】 40 ⼈（先着順） 
【開催形式】 対⾯開催 
【参 加 費】 無料（申し込み不要） 
【⾔ 語】 ⽇本語 
【ゲ ス ト】 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院 教授 ⾼橋泰城 
【聞 き ⼿】 北海道⼤学教育イノベーション機構 CoSTEP「対話の場の創造実践演習」受講⽣ 
【主 催】 北海道⼤学教育イノベーション機構 CoSTEP 
【共 催】 札幌市図書・情報館 
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お問い合わせ先 
北海道⼤学教育イノベーション機構教育開発センター科学技術コミュニケーションユニット
（CoSTEP） 准教授 奥本素⼦（おくもともとこ） 

ＴＥＬ 011-706-5320  ＦＡＸ 011-706-5320  
メール okumoto@open-ed.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/event/31858 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  
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